


    
    


    




    パパからの贈り物？
    今日はあたしなにかいいことありそう！とあたしこと、ティアは思った。

あたし、獅子座金星の乙女、ティア。

世界中にはきっととても楽しいものがあって、
そこであたしは幸せになれるんだ。

王子様がやってきたり……とか、魔法の機関車がやって来たり……とか。

とベットから起き上がった、あたしの目の前に宝箱が！

「こ、これはなんだ！？　メルゾックくん！」と
あたしは助手の猫さんのメルゾックに告げる。

「これは……おそらく……君の誕生日の贈り物……だよ」と誕生日の贈り物である、
人間の言葉を話す、人形の猫”メルゾック”はいう。

人形の猫は、二年前に、パパが送ってきたものだ。世界中を旅するパパ。

「これは……あたしのパスポートと……旅行券だ……！」

そしてあたしは人形の猫メルゾックといっしょにアフリカの奥地へと旅立った。

メルゾックは砂で調子が悪くなった……のかなあ。二年前はもっとちゃんと動いていた。

それは生命がないって意味じゃない。あたしと人形の猫、メルゾックは友達だ。

そしてパパからの贈り物の、旅行券によって、飛行機が到着した場所。

なんとそこはアフリカの町だったの！　ジャングル！　手紙には、その国のある場所がのっていた。

「ティア……君をしあわせにできなくてすまない……。パパは……いつも見守っているよ。君たちを幸せにするためにパパはティアに贈り物を渡すことにした」

と宝箱にあった手紙にはあった。住所も。

そこにカントン帽子のあたしが旅行カバンにのった猫のメルゾックといっしょに徒歩でむかっていると……。

「貴様が……ティア・ライオンか？」

「へ……そ、そうだけど……」

「さっそく来て貰おう……」って拳銃！？

あたしはとっさにメルゾックジャンプで拳銃を弾き飛ばすと、二人連れの男に向かって、地面の土をハイヒールでぶっかける。拳銃の発射音がした。あたしはとっさに隣の壁で、ジャンプすると、跳躍して、屋根のうえに乗った。

「メルゾック……大丈夫？」あたしは紐を取り出しながら猫のメルゾックに、いう。









    ガイナン・ライオン
    男があたしの拳銃を向ける。あたしは錘付きの紐、ハイニードルによって、それを弾き飛ばす。しかしあたしの近くに着弾。

ハイニードルを加速度とともに飛ばす。もう一人の男に命中した。とそこに警察車両が到着する。二人連れの男たちはあたしを追いかけている。警察たちはなにもしない。

あたしは屋根から屋根へとジャンプして、逃げ回る。って。

あやうく４メートルもの距離を全力でジャンプしたら、端っこで落ちそうになった。

屋根のはしっこにつかまる。調子にのって高い場所にあがっていたから、数メートル以上はある。

ちょっと失敗したかな……？

「メルゾック！　逃げて！」とあたしはあたしの肩につかまっている人形の猫のメルゾックにいう。

そして、支えきれなくなった手。あたしは体が、落下するのを感じた。

「こっちだ。こっちに落ちたぞ！」という声が聞こえる……。

パパとママが仲がよかった頃、あたしには兄弟がいた。今は……メルゾックかな？

寂しいのかな？　あたし。

「気がつきましたか？」と少年があたしにタオルが差し出しながらいう。ここは……どこだろう？

「匿ってくれたのね？」あたしは今、どこかの建物のなかにいる。家具は粗末だが、穏やかで、心地のいい部屋だ。

居間だろうか？

「そうですよ。あくどいやつらに追いかけれていましたからね。ここでは警察も信用できない」と少年。

「あなた誰？」とあたしことティア・ライオンは猫のメルゾックをスタンバイモードから復帰させながらいう。

「ぼくはルーシー・クレイトンっていいます」

「あたしのお父さん……この国にやってきたガイナンっていう人は知ってる？」






    少年の父
    少年は首を振る。

「君のお父さんのことは知りません……。うん、だいぶ腫れているな……」あたしの後頭部のぬるまったタオルを冷えた水で、取り替える。

「君がバザールに落ちてきたときはなにか？と思いました」と少年が穏やかに笑う。あたしはぼーっとそれを見る。

「そうだ。石ころとかある？」

「石ころですか？」

「ハイニードルを作るのよ」とあたしは紐と石ころでハイニードルの作り方を教える。

「なるほど……君はただものじゃなさそうだ……。普通の外国人の少女が追われている。と思っていたのですけれどね」とルーシーが苦笑いする。

「ってあなたも……素直に作っているところを見ると訳ありっぽいわね？」

「違いますよ。君にいわれたから作っているだけです」あたしは出国することになった。とそこにあたしと猫のメルゾック、ルーシーが外に出ようとすると……。

ルーシーの父親が帰ってきた。

「ルーシー。誰だし？　この少女は？」と父親。

「ティアっていいます。ティア・ライオン」

「ティア……ティア・ライオン……？　もしかして、ガイナン先生の娘ですか？」

「そ、そうだけど……」とあたし。

「それはいけない。ルーシー。この子を連れて……逃げるんだ」とルーシーの父親がいった。

「ってどうして？」あたし。

「どうして？　パパ」とルーシーが聡明な瞳を曇らせる。

「ルーシー。ぼくの愛しい息子。それを教えることはできないんだし」とルーシーの父親がいう。

「ガイナン先生は……狙われているみたいですね」とルーシーが納得する。彼が、あたしを見た。

「あたしの父親が……ね」とあたしことティアがいう。人形の猫”メルゾック”は普通の猫のふりをしている。

だってこんなもの見せたらびっくりするだけだし、うまく動かないかも？

さっきの衝撃で。

「さあ……来るんだし」とルーシーの父親がいう。裏庭にはオンボロの四輪自動車が放置されていた。

「ティア……君は運転ができるかい？」とルーシー。

「うん」

「っているぞ！」着弾。あたしは数個ほど作っていたハイニードルを回転させながら突っ込んでいく。









    戦い
    首がちょんぱってされた画像を少年に見せるのは早かったかな？　とあたしは狙撃銃を構える男の首下に、ハイニードルを貫通させながら思う。首の紐が巻き付いて、あたしが男を振り回すと、男の頚椎が折れる音がした。

男たちはナイフで向かってくる。

「はやく逃げるだしよ」とルーシーの父親がいう。四輪自動車は無事みたい。高速で動き出す。

あたしはダッシュ。ハイニードルの紐を回転させながら、男たちと格闘している。そこに四輪自動車が突っ込んできた。

あたしだろうが何だろうが遠慮しない。あたしは吹き飛ばされながら、今度はちゃんと受身をとった。

無事に車の頭部に着陸。衝撃を受けたあたしに、あたしといっしょに吹き飛ばされた一人の男が、あたしにナイフをつき立てようとする。と、ルーフが開き、あたしの乗った車から、身を乗り出した、ルーシーがさっき作った、石の紐、ハイニードルを男の体に巻きつける。

「ルーシー！」とあたしは男の頭部を引っ張る。あたしを見て、ルーシーもハイニードルを、力いっぱい引っ張る。

ハイニードルの細く強靭な紐が男を窒息させた……。

「ひどいだしね」とルーシーの父親が、息子の手によって、事切れた男を見ながらぼそりと告げる。
あたしは座席におさまる。

「あなたの国はいつもあんななの？」

「そうだし。とても悪い男がこの国を治めているんだし」とルーシーの父親がいう。

「追いかけてきたよ」オンボロの四輪駆動車じゃ、とてもホンダとかトヨタの自動車にはかなわない！

「伏せて！」とあたしはルーシーの父親と運転を替わる。無数の銃撃で車がぼろぼろになる。

あたしはブレーキを踏んで、一気に右ハンドル。対向車線に入り込む。急激な操作に、男たちの乗った、車は追いつけてない。

とそこで、あたしたちの正面から対向のトラックが！

ぶーぶーと警笛！

あたしはとっさに車を傾かせながら、さらに車と車の間をぬって、なんとかトラックとの正面衝突を避ける。

「す、すごい技術だね」とルーシー。

「さすが……ガイナン先生の娘だしよ」とルーシーの父親。

「パパのこと……なにか知ってるみたいね？」

「居場所は分からないんだし。でも生きているだしよ」とそこに武器を搭載した軍用車両が！

ってここでお終い！？

「先生の増援だし」

「たしかにあたしを護衛しているみたいね」あたしが軍用車両と思ったのは、武器を搭載していたからだが、
パパたちの増援だったみたい。

「今からある場所に向かうだしよ……」

そこはあたしの手紙にあったアドレスとは違う場所だ。









    奪取作戦
    うーんとあたしは思う。

「ここに行きたいんだけど……」とあたしはルーシーの父親にいう。

誰を信頼すべきだろうか？

ルーシーの父は携帯で誰かと話している。

「うーん……連絡がつかないみたいだし。でもわたしの指示した場所なら、安全だし」

「ねえ、メルゾック、あたしどうしたらいいのかな？」とあたしこと、ティア・ライオンはいう。

獅子座の少女、ティア。

「うーん、君のしたいようにすればいいんじゃないかな？」と人形の猫のメルゾック。

「え？　この猫しゃべれるの？」とルーシー。

「うん。そりゃびっくりするよね」あたしはこの猫が人形であることを説明する。

あたしはパパから教えられた住所を教える。

その場所は政府軍によって数日前に占領下にあった。

がっかりしたあたしはルーシーの父親にしたがった。

そこは反政府勢力が集まる場所だったのだ。

ってパパは……やっぱり傭兵だったんだ……。

あたしはルーシーの父親から、ガイナン・ライオンは「軍事指導員」だったことを聞いた。

「われわれは武力蜂起を計画している。現在国土の三分の一はわれわれが支配している
のだが、完全に制圧したい」そのためにガイナン・ライオンは必要なのだ。

獅子座の少女、ティアにとっては、それは嘘みたい。

だってパパはただの旅行している人だったのに。そりゃ娘に子供の時から、軍事教育を受けさせたりと、
わたしの家族は、変だったけれどね。

ルーシーがあたしを見ている。そういえばこの子はとても不安だろうなあ。と思う。

人を殺したいと思ったことのない、純真な子どもだ。

「あたしはパパに会いたい」

とそこで衝撃的なニュースが入った。さきほどの住所の土地、つまりその街が制圧されたときに、
ガイナンが拉致されたのだという。

あたしたちは追跡部隊を投入した。あたしとルーシー、ルーシーの父親。二台目の車両に、兵士たちが乗っている。

猛スピードで一番整備されたホンダが追跡していく。

「ここから三十キロ先に空港があるだしよ。そこでヘリが待機しているんだし」

「ヘリじゃ……追いつけない」

阻止線が張られていた。あたしたちの後部車両が前方に出ると、銃撃戦が始まる。あたしは対人戦向けだ。

あたしの出番はない。

重機関砲があたしたちを針付けにしている。こちらの、一台の車両は重機関砲の近距離射撃を受けて、壊滅している。

とそこであたしは、いい考えを思いついた。

あたしは偽造された別名義のパスポートを取り出すと、首都の空港に戻ったのだ。

そこで、あたしは直接乗り込むことになった。あたしとルーシーが。

「来るぞ……」とあたしはルーシーにいう。










    パパとの再会
    ヘリはまったく警戒していない。まさか簡単に敵地である、首都に戻ってくるとは思わなかったのだろう。

「君、変装すると別人みたい」とルーシー。

「へへへ？　そう？」とあたし。

あたしの父親が連れられていくのを見た。そのときあたしは前方にさりげなく、飛び出す。そして、待機していたゲリラ部隊が
陽動のために空港にテロ攻撃を行う。あたしは警護の私服の兵士に近づくと、ハイニードルを取り出した。

数秒でダッシュ。体当たりして、ハイニードルで、拘束していく。さらに、男が取り出した、
短機関銃に巻きつけると、そのまま短機関銃をもぎ取る。別の男が拳銃を向けたが、あたしの回し蹴りが決まって、吹っ飛んでいく。

「パパ！」けれど残された人間が、パパを連れ去ろうとする。しかし……。

あたしはハイニードルではなく、ナイフを取り出すと、そのまま接近する。

飛び道具を避けられるだけの俊敏さがあたしにはある。数秒で距離を縮められるところまで接近していたのだ。

ナイフを取り出したのは、威圧感を与えるためだ。あたしには予備の拳銃がある。

ルーシーが援護射撃をしている。

パパが抵抗している。なんと手錠を抜くと、男に飛び掛ったのだ。

そのため制圧そのものは容易だった。不意をついたのだ。

しかしここは敵地。

逃げるのは容易ではない。

しかしあたしには当てがあった。

多国籍軍の介入部隊が到着する。あたしたちがコンタクトした部隊が、残された私服の兵士たちを威圧する。

「逃げるわよ！　パパ！」とあたしは用意された多国籍軍の軍用ヘリに乗り込みながらいう。

「ああ」心なしかパパの瞳は潤んでいた。






    エピローグ～人形の猫メルゾック～
    人形の猫のメルゾックには秘密があった。

メルゾックの内部メモリには、暗号を解読する装置がある。

それがパパには必要だったのだ。

そしてパパが手に入れていた情報と、
人形の猫のメルゾックの暗号の解読によって、
この国の、不正な蓄財に関するデータが公開され、
国際世論はこの腐敗した政府を攻撃したのだ。

あたしは、この国から離れた。猫のメルゾックといっしょに。

パパはこの国に残って、軍事支援を続けるという。

あたしには平穏な生活が戻ってきた。

ルーシーとルーシーの父親は亡命した。

あたしと行く当てのない、ルーシーはいっしょに暮らしている。

人形の猫のメルゾックにもびっくりしているみたい。

あたしは獅子座の少女、ティア・ライオン。

無邪気でとっても強い乙女なのだ。






OEBPS/image/cover-image.jpeg





